
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す

る
規
則

（
奈
良
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
一
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

奈
良
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
六
月
奈
良
県
規
則
第
十
二
号
）
別
表
第

一
の
備
考

（５）

二

奈
良
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
奈
良
県
規
則
第
四
十
九
号
）
第
十

五
条
第
六
十
九
号

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
奈
良

県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
令
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、
「

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

「

省
令
第
十
一
条
の
二
第
十
項

第
二
条
の
表
以
外
の
部
分
中
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
の
表
中

省
令
第
十
五
条
第
七
項

「

省
令
第
十
一
条
の
二
第
十
項

省
令
第
十
三
条
の
九
第
七
項

「

を

に
、

省
令
第
四
十
二
条
第
六
項

省
令
第
十
五
条
第
七
項

」



」

省
令
第
十
九
条
の
九
第
五
項

」

「

「

省
令
第
四
十
二
条
第
六
項

「

を

に
、

法
第
九
条
第
九
項

を

省
令
第
四
十
六
条
の
二
第
六
項

」

」

法
第
九
条
第
九
項

「

法
第
十
四
条
の
二
第
九
項
の
規

「

法
第
三

に
、

法
第
三
十
五
条
第
八
項

を

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

」

法
第
三

る
法
第
九
条
第
九
項

」

「

十
五
条
第
八
項

「

省
令
第
十
一
条

に
、

省
令
第
十
一
条
の
二
第
七
項

を

十
八
条
の
二
第
七
項

」

省
令
第
十
九
条

」「

の
二
第
七
項

に
、

法
第
十
五
条
第
四
項

指
定
猟
法
許
可
申
請
書

の
九
第
三
項

」

「

法
第
十
四
条
の
二
第
九
項
の
規

指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

付
申
請
書

る
法
第
九
条
第
八
項

法
第
十
五
条
第
四
項

指
定
猟
法
許
可
申
請
書

法
第
十
八
条
の
三
第
一
項

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
認
定
申
請

第
五
号
様
式

を

法
第
十
八
条
の
七
第
一
項

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
変
更
認
定

」



法
第
十
八
条
の
七
第
三
項

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
認
定
事
項

法
第
十
八
条
の
七
第
四
項

認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
廃
止

法
第
十
八
条
の
八
第
二
項

認
定
の
有
効
期
限
の
更
新
申

従
事
者
証
交

第
四
号
様
式
の

二第
五
号
様
式

第
五
号
様
式
の

書

二

「

第
五
号
様
式
の

特
定
猟
具
使
用
制

申
請
書

に
、

法
第
三
十
五
条
第
四
項

三

獲
等
承
認
申
請
書

第
五
号
様
式
の

変
更
届
出
書

四第
五
号
様
式
の

届
出
書

五第
五
号
様
式
の

請
書



六

」

「

特
定
猟
具
使

法
第
三
十
五
条
第
四
項

獲
等
承
認
申

限
区
域
に
お
け
る
捕

第
十
二
号
様
式

を
」

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項

麻
酔
銃
猟
許

用
制
限
区
域
に
お
け
る
捕

第
十
二
号
様
式

請
書

「

に
、

省
令
第
十
一
条
の
二
第
九
項

を
」

第
十
二
号
様
式

可
申
請
書

の
二

」

「

「

省
令
第
十
一
条
の
二
第
九
項

「

省

に
、

省
令
第
四
十
二
条
第
五
項

を

省
令
第
十
三
条
の
九
第
六
項

」

省

」

令
第
四
十
二
条
第
五
項

に
改
め
る
。

令
第
四
十
六
条
の
二
第
五
項

」

第
四
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
鳥
獣
保
護
員
」
を
「
鳥
獣
保
護
管
理
員

」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第１号様式（その１）（愛がん飼養目的以外）（第２条関係）

年 月 日

奈良県知事 殿
申請者 住 所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

氏 名（法人にあっては、名称及び代表者氏名）○印
職 業
生年月日

鳥 獣 捕 獲 等 許 可 申 請 書

鳥獣捕獲等の許可を受けたいので、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する
法律第９条第２項（第８項）の規定により関係書類を添えて申請します。

捕獲等をしようとする鳥獣又は採取等を
しようとする鳥類の卵の種類及び数量

鳥獣の捕獲等又は採取等の目的

捕獲等又は採取等の期間 年 月 日から 年 月 日まで 日間

捕獲等又は採取等の区域

捕獲等又は採取等の方法

捕獲等又は採取等をした後の処置

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化
に関する法律施行規則第７条第１項第７
号に規定する場所等において捕獲等又は
採取等を行おうとする場合にあってはそ
の旨

狩猟免許を受けている場合は当該免許の
種類、免許を与えた知事名、狩猟免許の
番号及び交付年月日

（銃器を使用して捕獲等する場合）
銃猟・空気銃所持許可証の番号及び交付
年月日

備 考

注 以下の書類を添付すること。
１ 複数人が同一の目的で捕獲に携わる場合又は法人申請の場合は、鳥獣捕獲等許

可申請者（従事者）名簿（別紙）
２ 捕獲等又は採取等をしようとする事由の証明書
３ 捕獲等又は採取等をしようとする場所を明らかにした図面
４ 捕獲等又は採取等の方法を明らかにした図面

なお、麻酔銃を使用する場合は、使用薬名及び施用量を添付図面に記載するこ
と。

５ 学術研究を目的として捕獲等又は採取等をしようとする場合は研究の事項及び
方法を記載した書類



別紙

鳥獣捕獲等許可申請者（従事者）名簿

法人又は団体名

猟銃・空気銃
狩 猟 者 登 録

所持許可証
連 許可番号

住 所 職 業 氏 名 生年月日 印 備 考
番 ※

種
番 号 交付年月日 番 号 交付年月日

別

注 ※印の箇所は、申請者は記入しないこと。



第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「

鳥
獣

の
保

護
及

び
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

」
を
「

鳥
、

、

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

」
に
、
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関
す

る
法

律
第

９
条

第
１

項

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
第
９

条
第

１
項

」
に
、
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

」
を

「鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

第
７

条
第

1
3項

、

第
７

条
第
14

項
第

11
条

の
２

第
10

項
第

15
条

第
７

項
第

20
条

第
６

項
第

24
条

第
６

項
第

、
、

、
、

、

4
2条

第
６

項
第
5
0
条

若
し

く
は

第
6
5条

第
1
0項

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
、

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

（第
７

条
第
1
3項

・第
７

条
第

1
4項

・第
1
1条

の
２

第
1
0項

・第
1
3

条
の

９
第

７
項

・第
1
5条

第
７

項

・第
1
9
条

の
９

第
５

項

・第
2
0条

第
６

項

・第
2
4
条

第
６

項

・第

4
2条

第
６
項

・第
4
6
条

の
２

第
６

項

・第
5
0条

・第
6
5
条

第
1
0
項

）
」
に
、
「1

0
承

認
証

（対
象

「1
0

承
認

証

（対
象

狩
猟

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
承

認

狩
猟

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
承

認

）

」
を

1
1

指
定

管
理

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
従

事
者

証

1
2

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
認

定
証

1
3

麻
酔

）

に
改
め
る
。

銃
猟

許
可

証

」

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第３号様式（第２条関係）

年 月 日

奈良県知事 殿

申請者 住 所 （主たる事務所の所在地）

名称及び代表者氏名 ○印

従 事 者 証 交 付 申 請 書

下記のとおり、従事者証の交付を受けたいので、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

第９条第８項の規定により申請します。

記

捕獲等又は採取等に係る許可証の番号

猟銃・空気銃
狩 猟 者 登 録

所 持許 可 証 許可
連 生年

住 所 氏 名 職業 印 番号 備考
番 月日

種 交 付 交 付 (＊)
番 号 番 号

別 年月日 年月日

注 (＊)印の箇所は、申請者は記入しないこと。



第
四
号
様
式
中
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

第
９

条
第

９
項

第
15

条
第

、

７
項

第
1
9
条

第
６

項
第
2
1条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
法

第
1
9
条

第
６

項
第
2
4条

第
６

項
、

、
、

第
3
5条

第
８

項
第

4
6条

第
２

項
若

し
く

は
第
6
1
条

第
５

項
又

は
同

法
施

行
規

則
第

1
1条

の
２

第
７

、

項
若

し
く

は
第

65
条

第
４

項

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

（第
９

条
第

９
項

・
第
1
4条

の
２

第
９
項

の
規

定
に

よ
り

読
み

替
え

て
適

用
す

る
同

法
第

９
条

第
９

項
・

第
1
5条

第
７

項

・第
1
9
条

第
６

項
・

第
2
1条

第
２

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

法
第

1
9条

第
６

項

・第
24

条
第

６
項

・
第

35
条

第
８

項
・
第

38
条

の
２

第
７

項
・

第
46

条
第

２
項

・
第

61
条

第
５

項
・

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

第
1
1
条

の
２

第
７

項
・

第

1
9条

の
９
第

３
項

・
第

6
5条

第
４

項

）
」
に
、
「10

承
認

証

（対
象

狩
猟

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
承

認

「1
0

承
認

証

（対
象

狩
猟

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
承

認

）

「

）

」
を

1
1

指
定

管
理

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
従

事
者

証

に
、

亡

12
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

認
定

証
13

麻
酔

銃
猟

許
可

証

」「

亡
失

失
滅

失
等

の
事

情

を

、

」
亡

失

年
月

日
年

月
日

に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次

し
た

事
情

」

の
一
様
式
を
加
え
る
。

、



第４号様式の２（第２条関係）

年 月 日

奈良県知事 殿

（〒 ）
申請者の主たる
事務所の所在地

電話番号（ ）

申請者

の名称

申請者の代
表者の氏名 （記名押印又は署名）

指定管理鳥獣捕獲等事業従事者証交付申請書

下記のとおり、指定管理鳥獣捕獲等事業従事者証の交付を受けたいので、鳥獣の保護及び管理

並びに狩猟の適正化に関する法律第14条の２第９項の規定により読み替えて適用する同法第９条

第８項の規定により申請します。

記

指定管理鳥獣捕獲等事業

の実施期間

指定管理鳥獣捕獲等事業

の実施区域

従事者の住所、氏名、職
別紙のとおり

業及び生年月日



別紙

指定管理鳥獣捕獲等事業者の従事者名簿

※銃器を使用する場合

住 所 氏 名 印 職 業 生年月日 備 考
所持許可

許可年月日 銃砲の種類
番 号

注 ※については、銃器を使用する場合は、当該従事者が指定管理鳥獣捕獲等事業で使用する全ての銃砲について記載し、銃砲の種類欄には散弾銃（ライ

フル銃の場合にあってはその旨）、空気銃等の別について記載すること。
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第５号様式の２（第２条関係）（表面）

年 月 日

奈 良 県 知 事 殿

（〒 ）
申請者

の住所
電話番号（ ）

申請者

の名称

申請者の代

表者の氏名 （記名押印又は署名）

鳥 獣 捕 獲 等 事 業 認 定 申 請 書

鳥獣捕獲等事業が鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第18条の５第１項に規定する基準に

適合していることにつき、認定を受けたいので、同法第18条の３第１項の規定により申請します。

１ ニホンジカ ２ イノシシ ３ ヒグマ
装薬銃を使用して捕獲等を

４ ツキノワグマ ５ ニホンザル
する鳥獣の種類

６ その他（ ）

鳥獣捕獲等事業に 空気銃を使用して捕獲等を

より捕獲等をする する鳥獣の種類

鳥獣の種類及びそ

の方法 わなを使用して捕獲等をす

る鳥獣の種類

網を使用して捕獲等をする

鳥獣の種類

事業管理責任者の役職及び

氏名

鳥獣捕獲等事業の 捕獲従事者 別紙のとおり

実施体制

安全管理体制

夜間銃猟の実施 １ 有 ２ 無

鳥獣捕獲等事業に

従事する者の技能

及び知識

鳥獣捕獲等事業に

従事する者に対す

る研修の実施



第５号様式の２（第２条関係）（裏面）

注 １ 数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。

２ 申請者の住所欄には、主たる事業所の所在地を記載すること。

３ 鳥獣捕獲等事業により捕獲等をする鳥獣の種類及びその方法欄には、装薬銃・空気銃・わな・網ごと

に対象とする全ての鳥獣を記載すること。

４ 鳥獣捕獲等事業の実施体制欄のうち、捕獲従事者欄については捕獲従事者名簿を添付すること。

５ 捕獲従事者名簿の記載に当たっては、次の事項に留意すること。

(1) 全ての捕獲従事者は、安全管理講習及び技能知識講習を修了していること。

(2) 狩猟免許の種類欄には、捕獲従事者が現に受けている全ての狩猟免許の種類（第一種銃猟免許、

第二種銃猟免許、わな猟免許及び網猟免許）を記載すること。

(3) 銃器を使用する場合は、銃砲の種類欄を記載することとし、当該捕獲従事者が鳥獣捕獲等事業で

使用する全ての銃砲の種類（散弾銃、ライフル銃、空気銃等）を記載すること。

(4) 夜間銃猟をする場合は、捕獲従事者のうち実際に夜間銃猟をする者について、夜間銃猟をする者

欄に〇を記載すること。

なお、全ての夜間銃猟をする者は、夜間銃猟安全管理講習を修了しているとともに、夜間銃猟の

技能要件を満たすこと。

(5) 救急救命講習の受講の有無欄については、当該捕獲従事者が受講した場合は〇を記載すること。

なお、捕獲従事者の半数以上が受講していること。

６ 鳥獣捕獲等事業の実施体制欄のうち、安全管理体制欄の添付書類は、安全管理規程及び安全管理講習

に関する書類とし、夜間銃猟の実施欄の添付書類は、夜間銃猟安全管理規程及び夜間銃猟安全管理講習

に関する書類とする。

７ 鳥獣捕獲等事業に従事する者の技能及び知識欄の添付書類は、技能知識講習に関する書類とする。

８ 鳥獣捕獲等事業に従事する者に対する研修の実施欄の添付書類は、研修に関する書類とする。

９ 添付書類は、知事が必要と認める書類とする。



別紙

捕獲従事者名簿

※銃器を使用する場合
救急救命

狩猟免許
氏 名 生年月日 講習の

の種類 銃砲 ※夜間銃猟を
受講の有無

の種類 する者



第５号様式の３（第２条関係）

年 月 日

奈 良 県 知 事 殿

申 請 者 （〒 ）

の 住 所 電話番号（ ）

申 請 者

の 名 称

申請者の代

表者の氏名 （記名押印又は署名）

鳥獣捕獲等事業変更認定申請書

年 月 日付け 第 号で認定を受けた鳥獣捕獲等事業の変更の認定を受けたいので、鳥獣の保護及び管

理並びに狩猟の適正化に関する法律第18条の７第１項の規定により申請します。

変更前 変更後

変更の内容

変更の理由

変更予定日



第５号様式の４（第２条関係）

年 月 日

奈良県知事 殿

認定証番号

認定証交付年月日

（〒 ）

住 所

電話番号（ ）

名 称

代表者の氏名
（記名押印又は署名）

鳥獣捕獲等事業認定事項変更届出書

下記のとおり、変更したので、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第18条の７第３項の規

定により届け出ます。

記

変更前 変更後

変更の内容

変更の理由

変更日又は

変更予定日

注 １ 申請者の住所、名称又は代表者の氏名に変更があった場合は、申請者の住所及び名称を記載し、代

表者の氏名欄には、変更後の内容を記載し、変更の内容欄には、変更前及び変更後の内容を記載する

こと。

２ 申請書類の変更を伴うときは、変更後の書類を添付すること。



第５号様式の５（第２条関係）

年 月 日

奈良県知事 殿

認定証番号

認定証交付年月日

（〒 ）

住 所

電話番号（ ）

名 称

代表者の氏名
（記名押印又は署名）

認定鳥獣捕獲等事業廃止届出書

下記のとおり、認定鳥獣捕獲等事業を廃止したので、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

第18条の７第４項の規定により届け出ます。

記

廃止した日



第５号様式の６（第２条関係）（表面）
年 月 日

奈良県知事 殿

認 定 証 番 号

認定証交付年月日

認定証を交付した
都道府県知事名

（〒 ）
申 請 者 の 住 所

電話番号（ ）

申 請 者 の 名 称

申請者の代表者の
氏 名 （記名押印又は署名）

認定の有効期間の更新申請書

認定の有効期間の更新をしたいので、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する
法律第18条の８第２項の規定により申請します。

１ ニホンジカ ２ イノシシ ３ ヒグマ
装薬銃を使用して捕獲等を

４ ツキノワグマ ５ ニホンザル
する鳥獣の種類

６ その他（ ）

鳥獣捕獲等事業に 空気銃を使用して捕獲等を
より捕獲等をする する鳥獣の種類
鳥獣の種類及びそ
の方法 わなを使用して捕獲等をす

る鳥獣の種類

網を使用して捕獲等をする
鳥獣の種類

事業管理責任者の役職及び
氏名

鳥獣捕獲等事業の 捕獲従事者 別紙のとおり
実施体制

安全管理体制

夜間銃猟の実施 １ 有 ２ 無

鳥獣捕獲等事業に
従事する者の技能
及び知識

鳥獣捕獲等事業に
従事する者に対す
る研修の実施

研修の実施状況



第５号様式の６（第２条関係）（裏面）

注 １ 数字を付した欄は、該当する数字を○で囲むこと。
２ 申請者の住所欄には、主たる事業所の所在地を記載すること。
３ 鳥獣捕獲等事業により捕獲等をする鳥獣の種類及びその方法欄には、装薬銃・空気銃・わな・網ごと

に対象とする全ての鳥獣を記載すること。
４ 鳥獣捕獲等事業の実施体制欄のうち、捕獲従事者欄については捕獲従事者名簿を添付すること。
５ 捕獲従事者名簿の記載に当たっては、次の事項に留意すること。

(1) 全ての捕獲従事者は、安全管理講習及び技能知識講習を修了していること。
(2) 狩猟免許の種類欄には、捕獲従事者が現に受けている全ての狩猟免許の種類（第一種銃猟免許、

第二種銃猟免許、わな猟免許及び網猟免許）を記載すること。
(3) 銃器を使用する場合は、銃砲の種類欄を記載することとし、当該捕獲従事者が鳥獣捕獲等事業で

使用する全ての銃砲の種類（散弾銃、ライフル銃、空気銃等）を記載すること。
(4) 夜間銃猟する場合は、捕獲従事者のうち実際に夜間銃猟をする者について、夜間銃猟をする者欄

に〇を記載すること。
なお、全ての夜間銃猟をする者は、夜間銃猟安全管理講習を修了しているとともに、夜間銃猟の

技能要件を満たすこと。
(5) 救急救命講習の受講の有無欄については、当該捕獲従事者が受講した場合は〇を記載すること。

なお、捕獲従事者の半数以上が受講していること。
６ 鳥獣捕獲等事業の実施体制欄のうち、安全管理体制欄の添付書類は、安全管理規程及び安全管理講習

に関する書類を指し、夜間銃猟の実施欄の添付書類は、夜間銃猟安全管理規程及び夜間銃猟安全管理講
習に関する書類とする。

７ 鳥獣捕獲等事業に従事する者の技能及び知識欄の添付書類は、技能知識講習に関する書類とする。
８ 鳥獣捕獲等事業に従事する者に対する研修の実施欄の添付書類は、研修に関する書類とする。
９ 添付書類は、知事が必要と認める書類とする。



別紙

捕獲従事者名簿

※銃器を使用する場合
救急救命

狩猟免許
氏 名 生年月日 講習の

の種類 銃 砲 ※夜間銃猟
受講の有無

の種類 をする者
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第12号様式の２（第２条関係）（表面）
年 月 日

奈良県知事 殿

（〒 ）
住 所

電話番号（ ）

氏 名
（記名押印又は署名）

職 業

生年月日 年 月 日生

麻 酔 銃 猟 許 可 申 請 書

下記のとおり、住居集合地域等における麻酔銃猟の許可を受けたいので、鳥獣の保護
及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第 38 条の２第２項の規定により申請します。

記

使用する麻酔薬の名称及び量

住居集合地域等において麻酔銃猟をしな
ければならない理由

捕 獲 の 期 間

捕 獲 の 区 域

捕獲等をする鳥獣の種類及び数量

危 害 の 防 止 の た め の 措 置

麻酔銃の所持許可証の番号及び交付年月
日（所持許可者以外が実施する場合は、
人命救助等に従事する者届出済証明書の
番号及び交付年月日を含む。）



第12号様式の２（第２条関係）（裏面）

注 １ 住居集合地域の麻酔銃猟については、この許可申請のほかに、鳥獣の保護及
び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第９条第２項の規定に基づく許可申請
が必要であり、さらに、必要に応じて同法第37条に基づく危険猟法の許可申請
が必要であることに留意すること。

２ 使用する麻酔薬の名称及び量欄には、使用薬名又は麻酔薬の主成分及び１発
射当たりの施用量を明示すること。

３ 住居集合地域等において麻酔銃猟をしなければならない理由欄には、生活環
境に係る被害の状況又は被害が生じるおそれのある状況を踏まえて、当該住居
集合地域で実施しなければならない理由や、捕獲等の作業の安全性や迅速性に
ついて他の手段と比較して麻酔銃猟によることが適切とする理由等を記載する
こと。

４ 捕獲等の区域欄には、都道府県、市郡、町村、大字、小字、地番（地先）等
を記入し、捕獲等の場所を明らかにした縮尺1:50,000以上の地形図等を添付す
ること。

５ 危害の防止のための措置欄には、人の身体、生命に予期しない危険を及ぼす
おそれを回避する観点から行う措置（方法等の工夫等）を具体的に記入するこ
と。

６ 住居集合地域等における麻酔銃猟の許可を受けたい者が複数いる場合は、麻
酔銃猟許可申請者名簿（別紙）に記載すること。



別紙

麻酔銃猟許可申請者名簿

※人命救助等に従事
麻酔銃の所持許可証

捕獲する鳥獣 する者届出済証明書

住 所 氏 名 印 職 業 生年月日 の種類及び数 備 考

量 所持許可 届出済証明
交付年月日 交付年月日

番 号 書の番号

注 ※については、麻酔銃の所持の許可を受けた者以外の者が、所持の許可を受けた者の監督の下に麻酔銃猟を実施する場合に記載する。
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若

し
く

は

第
6
1条

第
４

項

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

（第
4
6条

第

１
項

・
第
61

条
第

４
項

」
に
、
「又

は
同

法
施

行
規

則
第

７
条

第
11

項
第

７
条

第
12

項
第

11
条

、
、

の
２

第
９

項
第
1
5
条

第
６

項
第
2
0条

第
５

項
第

2
4条

第
５

項
若

し
く

は
第
4
2
条

第
５

項

」
を

、
、

、

「鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則
第

７
条

第
1
1項

・第
７

条
第
12

項

・第
11

条
の

２
第

９
項

・第
13

条
の

９
第

６
項

・
第

15
条

第
６

項
・

第
20

条
第

５
項

・
第



24
条

第
５

項
・

第
42

条
第

５
項

・
第

46
条

の
２

第
５

項

）
」
に
、
「９

承
認

証

（対
象

狩
猟

鳥
獣

「９
承

認
証

（対
象

狩
猟

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
承

認

）

の
捕

獲
等
の

承
認

）
」
を

1
0

指
定

管
理

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
従

事
者

証

に
改
め
、
注
２

11
麻

酔
銃

猟
許

可
証

」

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
認

定
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

者
の

捕
獲

従
事

者
に

係
る

登
録

を
受

け
た

者
が

当
該

登
録

に
、

係
る

狩
猟

期
間

中
に

お
い

て
認

定
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

者
の

捕
獲

従
事

者
で

な
く

な
っ

た
と

き
は

変
更

内
容

の
変

更
後

の
欄

に
そ

の
旨

を
記

載
す

る
こ

と
、

。

「

（〒

）

第
十
五
号
様
式
（
表
面
）
中

住
所

「

（〒

）

住
所

を

電
話

番
号

」

日
中

の
連

絡
先

眼
鏡

・
補

聴
器

等

に
、
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

の
使

用

」

「

網



法
律

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

」
に
、

わ
な

猟
１

網

「
を

網

猟
２

わ
な

」

猟
１

網
わ

な
猟

２
わ

な

に
、

」

「

「

知
識

技
能

適
性

試
験

の
免

除

を

に
改
め
る
。

」

」

「

第
十
五
号
様
式
（
裏
面
）
中

免
許

の
種

類

「

免
許

の
種

類

（４

）認
定

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
の

従
事

者
の

場

を



と
の

確
認

（確
認

が
な

さ
れ

て
い

る
場

合

」

適
性

の
確

認

□

合
に

お
い

て
狩

猟
に

つ
い

て
必

要
な

適
性

を
有

す
る

こ
、

に
、
「銃

砲
刀

剣
類

所
持

許
可

等
取

は
適

性
の

確
認

欄
の

□
に

レ
印

を
付

け
る

こ
と

）

、
。

」
締

法

」
を
「銃

砲
刀

剣
類

所
持

等
取

締
法

」
に
、
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法

律

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

」
に
、
「３

申
請

日
以

「３
申

請
日

以
前

３
ヶ

月
の

間
に

発
行

さ
れ

４

（４

）に
お

い
て

適
性

の
確

認
が

な
、

前
３

ヶ
月

の
間

に
発

行
さ

れ
た

住
民

票
の

写
し

」
を

当
該

従
事

者
に

つ
い

て
狩

猟
に

つ
い

て
、

る
書

面
を

添
付

す
る

こ
と

。

た
住

民
票

の
写

し

さ
れ

て
い

る
場

合
は

認
定

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
者

が
、

に
改
め
る
。

必
要

な
適
性

の
確

認
を

し
た

旨
の

指
定
の

様
式

に
よ

」

第
十
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。







「

第
十
七
号
様
式
（
表
面
）
中

※
放

鳥
獣

猟
区

の
区

域
の

登
録

の
有

無
「

※
放

鳥
獣

猟
区

の
区

域
の

登
録

の
有

無

※鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並
び

に
狩

猟
の

「

適
正

化
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則
第
6
5

を

に
、

条
第

７
号

第
８

号
又

は
第

９
号

の
該

住
所

、

」

当
者

か
否

か
の

別

※
対

象
鳥

獣
捕

獲
員

で
あ

る
か

否
か

の
別

」

（〒

）

「

（〒

）

住
所

を
」

電
話

番
号

に
、
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

」

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

」
に
改
め
る
。

第
十
七
号
様
式
（
裏
面
）
及
び
第
十
八
号
様
式
中
「鳥

獣
の

保
護

及
び

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行
規

則

」
を
「鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則

」

に
改
め
る
。



（
奈
良
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
公
聴
会
に
関
す
る
規
則
の
一

部
改
正
）

第
三
条

奈
良
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
公
聴
会
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
六
月
奈
良
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

奈
良
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
公
聴
会
に

関
す
る
規
則

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
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